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や
中
小
企
業
、
農
林
漁
業
や
観
光

業
等
の
経
済
活
動
に
も
大
き
な
支

障
が
生
じ
た
。

初
動
対
応
と 

 
 

テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス

　
国
交
省
九
州
地
方
整
備
局
は
前

震
発
生
直
後
に
災
害
対
策
本
部
を

立
ち
上
げ
、
被
災
自
治
体
へ
の
現

地
情
報
連
絡
員
や
緊
急
災
害
対
策

派
遣
隊
（
Ｔ
Ｅ
Ｃ
―
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

＝
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
）
の
派
遣
、

現
地
へ
の
災
害
対
策
機
械
の
配

備
、支
援
物
資
の
緊
急
提
供
な
ど
、

迅
速
な
災
害
復
旧
に
向
け
支
援
活

動
を
始
め
た
。

　
最
大
震
度
７
を
２
回
も
経
験
す

る
大
地
震
だ
け
に
被
害
も
甚
大

で
、
熊
本
県
や
被
災
市
町
村
に
は

経
験
の
な
い
大
災
害
と
な
っ
た
。

技
術
系
職
員
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い

町
村
も
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
緊
急

時
点
検
や
災
害
復
旧
に
手
が
回
ら

な
い
事
態
も
生
じ
た
。

　
そ
ん
な
状
況
に
全
国
の
地
方
整

備
局
等
か
ら
派
遣
さ
れ
た
の
が
テ

ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
だ
。
４
月
22
日
の

熊
本
地
震
と
被
害
の
概
要

　
平
成
28
年
４
月
14
日
21
時
26

分
、
熊
本
地
方
を
震
央
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
ｊ
）
６
・
５

の
地
震
が
発
生
（
前
震
）。
28
時

間
後
の
16
日
１
時
25
分
に
は
Ｍ
ｊ

７
・
３
の
本
震
が
発
生
し
、
益
城

町
と
西
原
村
で
震
度
7
を
観
測
し

た
。
延
べ
４
０
０
０
回
を
超
え
る

余
震
の
影
響
を
含
め
、
熊
本
〜
阿

蘇
周
辺
地
域
は
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
。
多
数
の
家
屋
倒
壊
や
土
砂

災
害
に
よ
る
人
的
被
害
、
電
気
・

ガ
ス
・
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

へ
の
被
害
の
ほ
か
、
空
港
・
道
路

・
鉄
道
等
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
も

甚
大
な
被
害
が
生
じ
、
県
民
生
活

熊
本
地
震
の
１
年
を
総
括

　国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
の
森
田
康
夫
所
長
の
特
別
寄
稿

　
本
書
は
、
わ
が
国
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
だ
け
で
な
く
、
わ

れ
わ
れ
日
本
人
は
何
を
経
験
し
、
何
を
経
験
し
な
か
っ
た
の
か
？
　

パ
ス
等
）
の
交
通
確
保
が
最
重
要

課
題
と
な
っ
た
。
２
日
後
の
本
震

で
は
、
路
面
陥
没
や
橋
梁
前
後
の

段
差
な
ど
、
直
轄
国
道
も
大
き
な

被
害
を
受
け
た
が
、
本
震
後
24
時

間
以
内
に
応
急
復
旧
を
終
え
、
全

て
通
行
可
能
に
し
た
。

　
本
震
で
は
東
西
方
向
の
生
命
線

の
国
道
57
号
が
南
阿
蘇
村
立
野
の

斜
面
崩
壊
で
寸
断
、
接
続
す
る
国

道
３
２
５
号
阿
蘇
大
橋
も
崩
落
。

県
道
28
号
熊
本
高
森
線
の
俵
山
ト

ン
ネ
ル
と
そ
れ
に
繋
が
る
橋
梁
群

も
損
傷
し
、
２
〜
３
万
台
／
日
を

超
え
る
熊
本
〜
阿
蘇
間
の
重
交
通

の
機
能
が
麻
痺
。
こ
の
た
め
広
域

の
迂
回
路
（
国
道
４
４
３
号
、
ミ

ル
ク
ロ
ー
ド
、グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
）

の
啓
開
を
急
ぎ
、
す
べ
て
数
日
で

通
行
可
能
に
な
っ
た
。

阿
蘇
周
辺
地
域
の
被
災
状
況

　
国
道
57
号
、
国
道
３
２
５
号
、

県
道
28
号
熊
本
高
森
線
は
、
熊
本

都
市
圏
と
阿
蘇
地
域
や
大
分
・
宮

崎
を
結
ぶ
圏
域
住
民
の
生
活
を
支

え
、
観
光
や
物
流
等
に
と
っ
て
も

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
か
ら

間
も
な
く
１
年
。
震
度
７
が

２
回
も
襲
っ
た
衝
撃
の
地
震

で
、
熊
本
を
中
心
に
九
州
は

震
え
上
が
っ
た
。
聞
き
慣
れ

な
い
前
震
と
本
震
。
地
震
の

巨
大
さ
を
示
す
。
13
年
前
の

新
潟
県
中
越
地
震
の
際
、
道

の
駅
が
防
災
拠
点
と
し
て
機

能
し
た
こ
と
を
報
じ
て
創
刊

し
た
ル
ー
ト
プ
レ
ス
紙
。
防

災
問
題
に
始
ま
っ
た
本
紙

は
、
50
号
を
迎
え
た
の
を
機

に
熊
本
地
震
の
１
年
を
総
括

す
る
特
集
を
企
画
。
シ
リ
ー

ズ
「
列
島
保
全
へ
の
課
題
」

「
国
土
教
育
」
の
特
別
編
と

し
て
、
道
路
復
旧
の
前
線
指

揮
を
取
っ
た
国
土
交
通
省
九

州
地
方
整
備
局
熊
本
河
川
国

道
事
務
所
の
森
田
康
夫
所
長

に
手
記
を
特
別
寄
稿
し
て
も

ら
っ
た
。

６

ピ
ー
ク
時
で
約
４
４
０
人
、
延
べ

１
万
人
・
日
以
上
が
熊
本
（
九
州
）

に
集
結
。
河
川
・
砂
防
・
道
路
な

ど
様
々
な
分
野
で
被
災
状
況
調
査

等
の
技
術
的
支
援
を
し
た
。

　
使
命
感
を
持
っ
た
テ
ッ
ク
フ
ォ

ー
ス
隊
員
は
、
市
町
村
職
員
や
場

合
に
よ
っ
て
は
直
接
、
市
町
村
長

の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
、
災
害

現
場
に
直
接
出
向
き
、
自
ら
被
災

状
況
調
査
や
応
急
復
旧
に
関
す
る

技
術
的
助
言
を
実
施
。
衣
食
住
は

全
て
自
己
調
達
で
派
遣
先
の
市
町

村
に
負
担
を
か
け
ず
、
１
週
間
単

位
で
交
代
し
、
次
の
チ
ー
ム
に
業

務
を
引
き
継
ぐ
。
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー

ス
の
働
き
に
は
、
熊
本
県
知
事
及

び
被
災
市
町
村
長
か
ら
感
謝
と
称

賛
を
い
た
だ
い
た
。

幹
線
道
路
の
被
害
と 

 

応
急
復
旧
／
迂
回
路
確
保

　
前
震
段
階
で
南
北
方
向
の
大
動

脈
・
九
州
縦
貫
自
動
車
道
が
甚
大

な
被
害
を
受
け
、
被
災
後
２
週
間

全
面
通
行
止
め
に
な
り
、
並
行
す

る
直
轄
国
道
（
３
号
、
57
号
バ
イ

重層的交通ネットを

黒�川�
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阿蘇大橋地区の被災状況 

崩壊長 
約700m 

崩壊幅 
約200m 

国
土
が
日
本
人
の
謎
を
解
く

大
石
久
和
著

そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア

メ
リ
カ
、
中
国
の
人
々
と

ど
う
異
な
っ
て
い
る
の
か

？
　
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

の
出
来
る
好
著
。

発
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：
産
経
新
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版

定
価
：
１
３
０
０
円
＋
税

極
め
て
重
要
な
路
線
だ
が
、
３
路

線
と
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

◇
道
路
復
旧
の
概
要

①
国
道
57
号
（
阿
蘇
大
橋
地
区
大

規
模
崩
壊
斜
面
対
策
）

　
阿
蘇
大
橋
地
区
南
阿
蘇
村
立
野

の
大
規
模
斜
面
崩
壊
の
規
模
は
長

さ
約
７
０
０
㍍
幅
約
２
０
０
㍍
、

崩
壊
前
後
の
Ｌ
Ｐ
（
レ
ー
ザ
プ
ロ

フ
ァ
イ
ラ
）
測
量
で
崩
壊
土
砂
量

は
約
50
万
立
方
㍍
と
推
定
。
崩
壊

斜
面
の
上
部
は
多
数
の
亀
裂
が
発

生
し
、
降
雨
や
余
震
な
ど
で
更
な

る
崩
壊
の
危
険
が
あ
っ
た
。

　
斜
面
上
部
に
残
る
多
量
の
不
安

定
土
砂
の
崩
落
に
よ
る
二
次
災
害

を
防
ぐ
緊
急
的
な
対
策
工
事
を
国

交
省
直
轄
砂
防
事
業
と
し
て
実
施

し
５
月
５
日
に
着
工
。
監
視
装
置

設
置
、
工
事
用
道
路
整
備
、
不
安

定
土
砂
を
受
け
止
め
る
二
段
の
土

留
盛
土
工
の
施
工
、
斜
面
頭
部
の

不
安
定
土
砂
の
除
去
と
、
順
次
作

業
を
進
め
た
。

　
対
策
工
事
は
二
次
災
害
を
防
ぐ

た
め
、
崩
壊
地
内
の
作
業
は
全
て

「
無
人
化
施
工
」
で
実
施
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
崩
壊
地
内
は
「
黒

ボ
ク
土
」
と
呼
ば
れ
る
比
較
的
新

し
い
火
山
灰
質
粘
性
土
を
多
く
含

む
崩
壊
土
砂
。
降
雨
等
で
水
分
を

含
む
と
泥
濘
化
し
重
機
足
場
が
不

安
定
に
な
り
、
濃
霧
に
よ
る
視
界

不
良
な
ど
梅
雨
明
け
ま
で
の
稼
働

率
は
５
割
以
下
と
困
難
を
極
め

た
。
し
か
し
、
雲
仙
普
賢
岳
噴
火

を
機
に
20
年
か
け
て
進
め
ら
れ
た

無
人
化
施
工
技
術
の
開
発
と
、
熟

練
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
技
能
に
よ
り

困
難
を
克
服
出
来
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
『
阿
蘇
大
橋

地
区
復
旧
技
術
検
討
会
』
の
専
門

家
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
斜
面

の
恒
久
対
策
を
実
施
す
る
。

②
国
道
57
号
（
現
道
部
、
北
側
復

旧
ル
ー
ト
）

　
国
道
57
号
現
道
部
は
昨
年
末
、

上
記
緊
急
対
策
工
事
の
完
了
を
受

け
、
１
月
か
ら
斜
面
崩
壊
部
下
の

地
質
調
査
に
着
手
。
今
後
更
に
必

要
な
調
査
・
検
討
を
進
め
る
。

通
行
止
め
の
国
道
57
号
阿
蘇
大
橋

地
区
の
災
害
復
旧
事
業
と
し
て

「
北
側
復
旧
ル
ー
ト
」
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
早
期
復
旧
に

向
け
現
地
測
量
、
設
計
、
用
地
買

収
、
工
事
用
進
入
路
の
工
事
を
推

進
し
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
着
手
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
ル
ー
ト

は
二
重
峠
の
下
を
約
４
㌔
㍍
の
ト

ン
ネ
ル
で
通
過
す
る
計
画
。

紀伊長島マンボウ
東良彦支配人

　熊野灘臨海公園内にあり、池の岸辺に

三重県紀北町東長島 2410-73
国道 42 号　TEL.0597-47-5444

設けられた尾鷲ひのきの桟橋が特徴です。館内に
は地場産ひものを中心に1200アイテムの商品が
あり、町の魚マンボウのご当地グルメや活きのい
い鮮魚、焼きたてパンが並ぶ手作りパン工房が人
気です。食堂にもマンボウのフライ定食あり。

あに
西根智子リーダー

　周辺はマタギの里で知られ、安の滝や

秋田県北秋田市阿仁比立内家ノ後 8
国道 105 号　TEL.0186-69-2575

熊牧場、マタギ資料館、打当温泉などの観光スポッ
トに隣接しています。地元の特産品や熊肉などを
販売し、レストランではまたたび入り「またたび
ラーメン」、やぶどうソフトが人気です。10月の「紅
葉祭」、2月の「がっこ市」はにぎわいます。

メルヘンの丘めまんべつ
福田重幸事務局長

　フォトポイントとして有名な丘陵地

北海道大空町女満別昭和 96-1
国道 39 号　TEL.0152-75-6160

帯のメルヘン公園内にある北欧風建物で、網走湖
が望め地平線が身近に感じられます。食品加工施
設や人工芝の体育館が併設され、夏はドッグラン
も。地元さくら豚の豚しゃぶ長いも丼、網走湖の
しじみを使ったラーメンが名物グルメです。
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③
国
道
３
２
５
号
阿
蘇
大
橋

　
阿
蘇
大
橋
の
災
害
復
旧
は
、
道

路
法
に
基
づ
く
直
轄
権
限
代
行
事

業
と
し
て
国
が
実
施
し
て
い
る
。

専
門
家
に
よ
る
技
術
検
討
会
を
設

置
し
、
そ
の
意
見
を
踏
ま
え
て
施

工
性
、
安
全
性
等
の
観
点
か
ら
架

替
位
置
と
構
造
（
阿
蘇
長
陽
大
橋

と
同
じ
形
式
の
Ｐ
Ｃ
３
径
間
連
続

ラ
ー
メ
ン
箱
桁
）
を
決
定
し
た
。

　
現
在
は
早
期
復
旧
に
向
け
、
用

地
買
収
や
工
事
用
道
路
の
工
事
を

推
進
。阿
蘇
大
橋
の
本
体
工
事（
上

下
部
一
体
）
も
、
着
工
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
い
る
。

④
県
道
28
号
熊
本
高
森
線
（
俵
山

ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
）

　
熊
本
高
森
線
は
、
大
規
模
災
害

復
興
法
に
基
づ
く
全
国
初
の
直
轄

権
限
代
行
事
業
と
し
て
復
旧
工
事

誘
導
標
の
設
置
、
仮
設
ト
イ
レ
の

設
置
、
待
避
所
の
整
備
（
降
雪
時

の
チ
ェ
ー
ン
着
脱
場
所
、
Ｕ
タ
ー

ン
場
所
等
と
し
て
活
用
）、
道
路

監
視
カ
メ
ラ
や
道
路
照
明
灯
の
整

備
を
実
施
し
て
い
る
。

熊
本
地
震
で
学
ん
だ
こ
と	

得
た
も
の

　
今
回
の
地
震
で
は
、
多
重
性
の

あ
る
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

必
要
性
を
痛
感
し
た
。
特
に
、
熊

本
～
大
分
を
結
ぶ
東
西
幹
線
軸
は

国
道
57
号
１
本
し
か
な
く
、
有
事

の
際
に
は
大
き
な
リ
ス
ク
に
な
る

こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
。
南
北

軸
で
は
九
州
縦
貫
道
が
ス
ト
ッ
プ

し
て
国
道
３
号
が
大
渋
滞
を
引
き

起
こ
し
、
機
能
が
麻
痺
し
た
。

　
主
要
幹
線
道
路
が
大
き
く
損
壊

す
る
と
、
人
・
モ
ノ
の
流
れ
が
止

ま
り
、
経
済
社
会
的
に
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
る
。熊
本
地
震
は
、

１
本
の
幹
線
道
路
が
通
行
不
能
で

も
代
替
、
迂
回
で
き
る
幹
線
道
路

が
別
に
あ
る
と
い
う
、
重
層
的
な

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
価
値
を
改

め
て
教
え
た
と
思
う
。

　
一
方
、
熊
本
地
震
に
よ
る
幹
線

　「細長い津和野の家並みが日の翳った盆地の
底に静かにかたまっている。私は途中下車する
ことにした」（宮脇俊三、「最長片道切符の旅」）
宮脇さんの「最長片道切符の旅」は鉄道紀行と
して誰もが認める不朽の名著です。その 35日
に及ぶ旅程 1万 3000 ㌔㍍の記録の中で、宮
脇さんのこだわりともなっているのは、数多く
の「途中下車」という鉄道旅ならではの立ち寄
りでした。「途中下車」のエッセンスが添えら
れたことで、読者と見知らぬ土地とをつなぐ結
節点となり、単なる叙景的紀行作品を越えて、
叙情的文学作品として読み語られています。

　今夏、高速道路でも「途中下車」ができるよ
うになるサービスが試験的に導入されます。高
速道路を降りて道の駅で休憩し、再び高速道路
に戻れば、降りなかったものと見なして料金が
割高にならないように工夫されるものです。
　高速通信によるＥＴＣの先進技術によっては
じめて可能となるサービスであるため、幾つか
の検証を必要とします。試験期間では、対応す
る道の駅は群馬県の「玉村宿」、愛知県の「も
っくる新城」、山口県の「ソレーネ周南」の 3
カ所に限られ、まだ広くあまねく恩恵にあずか
れるわけではありません。
　今後、特定のインターチェンジに限定せずに
道の駅と協調できるようになれば、道の駅の「休
憩機能」として新たな魅力を生み出すことでし
ょう。高速道路においても「途中下車」が当た
り前のように享受できるのも、遠い未来の話で
はありません。

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
」

と
地
域
の
方
に
言
っ
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
幸
せ
を
感
じ
た
。

早
期
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て

　
熊
本
地
震
の
発
生
か
ら
1
年
近

く
経
っ
た
。
４
月
か
ら
は
、
新
た

に
「
熊
本
復
興
事
務
所
」
が
設
置

さ
れ
る
。

　
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
は
、
地

域
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
、
熊
本
復
興
事
務
所
や
熊

本
県
、
関
係
市
町
村
等
と
連
携
し

て
、
引
き
続
き
全
力
で
災
害
復
旧

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

７

道路の価値を再認識

国道愛好家
� 松波成行

道
路
網
の
長
期
通
行
止
め
と
、
厳

冬
期
を
前
に
し
た
県
道
28
号
熊
本

高
森
線（
俵
山
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
）

の
開
通
は
、南
阿
蘇
地
域
の
人
々
、

広
域
的
な
道
路
利
用
者
に
、
道
路

と
い
う
イ
ン
フ
ラ
の
存
在
価
値
を

改
め
て
認
識
し
て
も
ら
う
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

　
俵
山
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
の
開
通

式
で
は
、
南
阿
蘇
村
の
住
民
が
手

作
り
の
旗
を
振
っ
て
、
工
事
関
係

者
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
く

だ
さ
っ
た
。
ル
ー
ト
沿
道
の
方
々

も
、
通
過
車
両
に
手
を
振
っ
て
開

通
を
喜
ん
で
く
れ
た
。「
最
高
の

熊
本
地
震
の
１
年
を
総
括

　国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
の
森
田
康
夫
所
長
の
特
別
寄
稿

を
進
め
、
昨
年
12
月
24
日
に
村
道

（
旧
道
）
を
活
用
し
、
暫
定
な
が

ら
熊
本
市
と
南
阿
蘇
を
結
ぶ
東
西

方
向
の
交
通
を
確
保
し
た
。

　
こ
の
ル
ー
ト
の
早
期
開
通
は
、

移
動
時
間
の
短
縮
や
冬
期
の
安
全

な
通
行
確
保
だ
け
で
な
く
、
南
阿

蘇
地
域
住
民
の
生
活
再
建
、
阿
蘇

周
辺
地
域
の
物
流
の
円
滑
化
や
観

光
振
興
な
ど
、
本
格
的
な
復
旧
・

復
興
に
向
け
大
き
な
弾
み
と
な
っ

た
。
未
供
用
区
間
に
あ
る
被
災
橋

梁
６
橋
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
復

旧
工
事
を
進
め
て
い
る
。

⑤
村
道
栃
の
木
～
立
野
線
（
長
陽

大
橋
ル
ー
ト
）

　
立
野
ダ
ム
工
事
事
務
所
が
直
轄

代
行
（
大
規
模
災
害
復
興
法
）
に

よ
り
災
害
復
旧
を
進
め
て
お
り
、

今
夏
の
応
急
復
旧
に
よ
る
開
通
を

目
指
し
て
、
橋
梁
や
法
面
の
復
旧

工
事
な
ど
が
進
む
。
阿
蘇
大
橋
完

成
ま
で
の
代
替
ル
ー
ト
と
し
て
、

阿
蘇
観
光
の
玄
関
口
の
経
路
が
確

保
さ
れ
、
南
阿
蘇
村
の
中
心
部
と

立
野
地
区
を
結
ぶ
南
北
方
向
の
移

動
が
可
能
に
な
る
。

⑥
広
域
迂
回
路
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

渋
滞
対
策
と
冬
期
交
通
対
策

　
国
道
57
号
（
熊
本
市
か
ら
阿
蘇

方
面
へ
）
の
迂
回
路
と
な
っ
て
い

る
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
（
県
道
北
外
輪

山
大
津
線
～
県
道
菊
池
赤
水
線
）

の
渋
滞
対
策
、
冬
期
交
通
対
策
と

し
て
、
二
重
峠
交
差
点
へ
の
左
折

レ
ー
ン
設
置
、
路
面
標
示
や
視
線

奥大井音戯の郷
長嶋一幸館長

　大井川鐡道千頭駅に隣接しており、「南

静岡県川根本町千頭 1217-2
国道 362 号　TEL.0547-58-2021

アルプス山麓にこだまするＳＬの汽笛」は、残し
たい日本の音風景100選になっています。音と戯
れることをテーマにした体験ミュージアムです。
館内に流れるさまざまなメロディーに身を委ね、
工房での音具づくりなどを楽しんで下さい。

六合
冨沢政司駅長

　「日本で最も美しい村連合」加盟駅。日

群馬県中之条町小雨 21-1
国道 292 号　TEL.0279-95-3342

帰り温泉や宿泊施設があり、物産センターと食事処
では山菜や朝採り野菜、自家製そば、六合ハム、ベ
ニバナインゲンの花まめソフトが人気。ラムサール
条約芳ヶ平、国の天然記念物チャツボミ公園、野反
湖、重要伝建地区赤岩への観光拠点にも便利。

うり坊の郷　Katamata
下瀬進駅長

　維新発祥の萩市と津和野町の中間に

山口県萩市片俣 1244-1
国道 315 号　TEL.08388-8-0114

あり、奥阿武の自然が育む新鮮野菜や山の幸をメ
インに、期間限定のトマトソフトクリームや、寒
暖の差を利用した「奥あぶ清流米」、猪肉の直売
と地産地消の名物猪肉定食がおすすめです。地域
みんなの支え合い、大きな絆を目指しています。

阿蘇周辺地域の道路復旧の概要




